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 [授業の概要・目的]
私たち人類の生存圏である地球は, 宇宙の中における存在であり, 太陽に支配される宇宙環境から大
きな影響を受けている. 地球を健全な状態に維持し，そこで循環する生命の営みを持続的に保つた
めには，地球とそれを取り巻く宇宙環境の科学的な認識が必須である. 本講義では, 宇宙・地球環境
計測による正確な診断の重要性と, 人類が直面する地球環境, 宇宙環境由来の諸問題に対して対策を
得ていくその必要性について考える.

 [到達目標]
おもに, 宇宙環境, 地球の大気状態の正確な計測とその現象把握，そしてその環境が, われわれ人類
の持続的発展にあたえる影響について, 理解を深める.

 [授業計画と内容]
最初に，地球を取り巻く宇宙環境について概説したのち, その環境を計測する手法について述べる. 
また,宇宙と人類の関わりとして小惑星衝突とその回避手法についても言及する. 更に, 地球磁場と宇
宙環境との相互作用によって形成している地球周辺の宇宙環境とそこが人類の生存圏に与える影響
について講述する. その後, 宇宙からみる地球環境という視点で, 衛星をはじめとする最先端のリモ
ートセンシング技術と科学的な計測例について述べる．次に，そういった観測手段に基づいて大気
圏から生態圏にわたる環境・気候変動がどのように把握されているのかについて紹介する．

1. 太陽地球系科学のなりたち (小嶋 1回)
2. 宇宙空間環境とは？ 太陽から地球まで (小嶋 1回)
3. 宇宙空間探査とシステムI (小嶋 1回)
4. 宇宙空間探査とシステムII (小嶋 1回)
5. 宇宙と人類のかかわり(小惑星衝突・デブリ) (小嶋 1回)
6. 磁気圏・電離圏概説：成り立ちとダイナミクス (海老原 1回)
7. オーロラ：宇宙圏と大気圏の境界でおこる発光現象 (海老原 1回)
8. 放射線帯：高エネルギー粒子の生成と消失 (海老原 1回)
9. 宇宙嵐：宇宙空間環境のダイナミックな変動 (海老原 1回)
10. 人類生存圏としての地球：大気状態の観測手法 (塩谷1回)
11. 衛星観測の原理：衛星観測から得られるさまざまな情報 (塩谷1回)
12. 地球大気の温度と流れの構造：グローバルな大気循環 (塩谷1回)
13. 地球大気質の変動：オゾンホールと温室効果気体 (塩谷1回)
14. 生存圏のモニタリング：エルニーニョ現象と陸域・生態圏変動 (塩谷1回)

 [履修要件]
特になし
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生存圏の科学概論Ｉ(2)

 [成績評価の方法・観点]
講義の出席および講義内でのレポートと期末試験．詳細は講義で説明します．

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
生存圏科学への招待 http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/ISBN978-4-908540-00-4/

  （関連ＵＲＬ）
 http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/

 [授業外学修（予習・復習）等]
配布する資料および講義のノートにもとづいた復習をおこなうこと．

 [その他（オフィスアワー等）]
われわれ人類の持続的発展を支える科学基盤の一端を，特に高度な数理的な知識を要求せずに解説
する予定であるので，理系のみならず文系をめざす学生諸君の聴講も歓迎する．


